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研究成果の概要（和文）：　本研究では、目撃者が目撃した内容を記述で報告する質問紙「目撃者遂行型調査」
の効果における個人差、再想起に及ぼす影響、および誤記憶の抑制について検討した。研究結果より、（1）個
人の思考の仕方によって目撃者遂行型調査の効果が異なること、（2）描画技術が直後想起および再想起の再生
量に影響を及ぼすこと、（3）対面による面接の場合、記述または口頭による直後想起および再想起の再生量に
差異がないことが示された。誤記憶については、いずれの研究結果においても群間で差異が見られず、正しい想
起に伴い一定量の誤記憶も想起されることが示された。

研究成果の概要（英文）：　The Self-Administered Interview (SAI) is a questionnaire that eyewitnesses
 report by handwriting about an event they witnessed. This study investigated the individual 
differences in the effectiveness of the SAI, the effect of the SAI on delayed recall, and 
suppression of false memory in the SAI. The results showed that (1) the effectiveness of the SAI 
depended on the individual’s cognitive style, (2) good drawers recalled well on both immediate and 
delayed recall, and (3) in face-to-face interview, there was no difference in the amount of correct 
memory between written and spoken report on both immediate and delayed recall. There was no 
difference in the amount of false memory between experimental conditions in any of the studies, and 
thus a certain amount of false memories was recalled as correct memories were recalled.

研究分野： 記憶

キーワード： 目撃記憶　記憶の保持　警察捜査
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究結果より、より多くの正確な記憶を得るために、目撃者遂行型調査の内容・使用方法に改善の余地があ
ることが示唆された。目撃者遂行型調査の冒頭の報告方法を、言語記述または描画報告として、報告者に方法を
選択してもらうことで、より効果的に活用できる可能性が考えられる。また、目撃直後と事後の面接において報
告方法が言語記述と口頭報告で異なる場合であっても、正しい記憶の想起量は報告方法が同様の場合と違いがな
かったことから、現実場面における目撃者遂行型調査の有効性が示唆された。さらに、本研究結果で示された描
画報告の有効性は、過去の研究結果を支持するものとなった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

記憶はきわめて脆弱であることが知られている。目撃記憶は、事件・事故を解決する上で重要

な役割を担っているが、警察が目撃者と面接をする頃にはすでに一定期間が経過しており、忘却

や記憶の変容が起こっている可能性は否めない。そのような問題を解決するため、目撃者遂行型

調査という、目撃した内容を目撃者自身で記述する質問紙が開発された（Gabbert, Hope, & 

Fisher, 2009）。質問紙形式であるため、事件現場で目撃者に一斉に配布することが可能であり、

人的・時間的・経済的に大幅な節約が見込まれる。また、事件発生後すぐに捜査を開始できるた

め、時間経過等のさまざまな要因によって変容する前の、新鮮で正確な目撃記憶をより多く得る

ことが可能になる。 

これまでの研究で目撃者遂行型調査の効果は示されているものの、実際場面での使用を想定

すると、本調査の効果の検討は十分とはいえない。目撃者遂行型調査は多様な特性をもつ個人の

使用が想定されるが、本調査による記憶の想起に個人差がみられるかは明らかにされていない。

また、目撃者遂行型調査は、本調査のみで情報の収集を完了させることは目的としておらず、本

調査を通して報告した後に、捜査官と面接することを念頭においている。したがって、目撃者遂

行型調査が記憶の保持および再想起に及ぼす影響についての詳細な検討も必要である。さらに、

目撃者遂行型調査による記憶の想起は誤記憶の想起も増えることが報告されているが、それに

対する改善策の検討も未着手である。これらの問題点は、目撃者遂行型調査を実際場面で使用す

る上で明らかにされるべき、非常に重要なポイントである。 

文献 
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２．研究の目的（当初の目的） 
本研究では目撃者遂行型調査の効果の個人差、目撃者遂行型調査が記憶の再想起に及ぼす影

響、および目撃者遂行型調査によって想起される誤記憶の抑制について検討することを目的と

する。目撃者遂行型調査のさらなる効果と応用性を明らかにするため、本調査に関わるさまざま

な要因を操作する実験を 3 年間で 4 つ実施し、実際場面での目撃者遂行型調査の有効性につい

て総合的に検討することを計画する。これらの研究を通して、目撃者遂行型調査および記憶に関

する基礎領域に貢献するとともに、日本の警察捜査の改善に示唆を与えることを目指す。 

本研究は記憶の基礎的な研究領域と司法という応用的な領域の両方に貢献できる特色を有し

ており、本研究の成果は、記憶と捜査プロセスという法と心理学の領域のさらなる関係の構築に

貢献するとともに、日本の捜査法の改善に役立つ知見を提供し得ると考えられる。 

 
３．研究の方法（具体的内容） 
研究 1では、目撃者遂行型調査の効果の個人差の検討を行った。個人特性のひとつである思考

の仕方を取り上げ、大学生 228 名を対象に実験を実施した。実験参加者は、思考の仕方を測定す

る言語化型－視覚化型質問紙に回答をした後、架空の犯罪ビデオを視聴した。その後、ビデオで

見た事件の目撃者という設定で、目撃者遂行型調査を使って目撃した内容を報告した。目撃者遂

行型調査は通常版、または内容の順序を変更した変更版のいずれかを用いた。目撃者遂行型調査

は複数のセクションで構成されており、報告者は前から順番に記述報告することが求められる。



最初のセクションは事件全体に関する言語報告が求められ、3番目には、事件現場に関する描画

報告が求められる。本実験で使用した変更版は、描画報告のセクションを冒頭に移動し、言語報

告に先行させた。分析の結果、思考の仕方と最初の報告方法に交互作用の有意傾向が示され、思

考の仕方が言語化型の場合は、通常版による記憶成績が高く、思考の仕方が視覚化型の場合は変

更版による記憶成績が高いことが示された。このことから、言語化型の個人は、最初に言語報告

を行うほうが描画報告を行うより正しい記憶の想起量が多く、視覚化型の個人は、最初に描画報

告を行うほうが言語報告を行うより正しい記憶の想起量が多くなることが示唆された。誤記憶

の想起については群間で差はみられなかった。本研究結果より、従来の目撃者遂行型調査の効果

には個人差がある可能性があり、個人によっては、言語報告より描画報告を先に行うほうが、よ

り多くの記憶の想起が期待できる可能性が示された。 

研究 2では、報告方法（言語記述または描画）と描画技術が記憶の再想起に及ぼす影響につい

て検討を行った。大学生 125 名を対象に実験を実施した。実験参加者は、架空の犯罪ビデオを視

聴した後、ビデオ内の事件の内容を描画または言語記述により報告した。リフレッシュ課題とし

て引き算課題を行った後、最初に視聴した犯罪ビデオの内容について、事件の目撃者という設定

で、参加者全員が記述報告を行った（当日想起）。記述報告を行う際、最初に（記述または描画

で）報告した内容と重複しても構わないことを教示した。1週間後、実験参加者はビデオ内の事

件の内容を再度 15 分間で自由記述により報告した（再想起）。最後に、描画技術を測定するた

め、スクリーンに呈示された公園の写真について 5分間で模写を行った。当日想起および再想起

のいずれにおいても、描画技術の主効果が有意であり、報告の方法および交互作用は有意ではな

かった。誤記憶の想起については群間で差はみられなかった。本研究結果より、最初の報告方法

が言語記述または描画にかかわらず、描画技術の高い個人は描画技術の低い個人に比べて、より

多くの記憶が想起できること、そして、より多くの記憶が保持されることが示唆された。 

研究 3 では、報告方法（記述または口頭）が記憶の再想起に及ぼす影響について検討を行っ

た。大学生 100 名を対象に個別で実験を実施した。実験参加者は、架空の犯罪ビデオを視聴した

後、ビデオ内の事件について記述または口頭で報告した（直後想起）。1 週間後、実験参加者は

ビデオ内の事件の内容を再度、記述または口頭で報告した（再想起）。分析の結果、直後想起お

よび再想起のいずれにおいても、記述群と口頭群の正しい記憶の想起量に差はみられなかった。

誤記憶の想起についても群間で差はみられなかった。本研究結果より、目撃直後と 1週間後の報

告方法が同様の場合・異なる場合いずれにおいても、正しい記憶と誤った記憶の想起量に相違が

ないことが示された。 

 
４．研究成果（主な成果、国内外における位置づけとインパクト、今後の展望） 

研究期間全体を通じて実施した 3つの実験結果より、(1)個人の思考の仕方によって目撃者遂

行型調査の効果が異なること、（2）描画技術が直後想起および再想起の再生量に影響を及ぼすこ

と、（3）対面による面接の場合、記述または口頭による直後想起および再想起の再生量に差異が

ないことが示された。誤記憶については、いずれの実験結果においても群間で差異が見られず、

正しい記憶の想起に伴い一定量の誤記憶も想起されることが示された。 

 目撃者遂行型調査はイギリスで開発され、内容・使用方法共にすでに完成版として発表されて

いる。その後、ドイツ語、オランダ語、ノルウェイ語、ポルトガル語等にも翻訳され、その効果

を示す数々の研究が存在する。しかし本研究結果より、より多くの正確な記憶を得るために、目

撃者遂行型調査の内容・使用方法のいずれにおいても改善の余地があることが示唆された。具体

的には、目撃者遂行型調査は言語記述から始まる設定になっているが、言語記述に限定せずに、



描画報告を並列させて、目撃者個人に最初の報告方法を選択してもらうことで、より効果的に活

用できる可能性が考えられる。また、目撃直後に言語記述で報告をした後に対面で口頭報告した

場合、報告方法に相違が生じるにも関わらず、正しい記憶の想起量は報告方法が同様の場合と違

いがなかったことは、現実場面における目撃者遂行型調査の有効性を示唆するものとなった。さ

らに、本研究結果で示された目撃記憶における描画報告の有効性は、過去の研究結果を支持する

ものであり、描画による報告が、正確でより詳細な記憶の想起に寄与する可能性をさらに強める

結果となった。 

本研究計画は当初 3年としていたが、コロナ禍の影響により 1年以上の間、実験の実施が完全

に停止状態となった。その後、計画を 1年間延長して実験を再開したものの、当初に計画してい

た 4つの実験実施には至らず、3つの実験実施で研究計画全体の終了を迎えることとなった。残

った 1 つの実験については、準備段階まで到達していたため、今後データ収集を行う予定であ

る。次の実験では、目撃直後に目撃者遂行型調査を使用して記憶の想起を行うことが、後のライ

ンナップによる顔の再認にどのような影響を及ぼすかを検討する。目撃者遂行型調査が、現実場

面においてさらに有効的に活用できるかの検討を行う。 
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